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夏 休
み

あだち
再

発
見

夏休み… 宸鏖、夏 休みも 半ばを遇ぎた のに、ま だ自由 研究の宿

扈で迷つてし丶る方はい ませんか。そんな方に耳寄り な話。あ なたの

住んでいる「足立区」を テーマ にし てはいか がですか。区の 膠宙や

覩理、生 物や文 化測 など 、爨 ぺること はもりだくさ ん。その お手伝

いには、区の刊行物 がお 役じ' 1^r j =iま す。膺钁で 苦労し てし丶る方も 、

宿題が嗅かしい方も、9 立のまちを 見つめ 直して みませ んか。

荒川将来像計画
足立区編( 2400 円)
全体構想( 1600 円)

足
立
に
裝
か
な
水
ご
緑
を
も
た
β
し
て
く

れ
る
荒
川
は
、
東
京
都
心
部
の
唯
一
暈
大
の

自
然
空
間
で
す
。
河
川
の
利
用
と
自
然
保
護

の
調
和
を
図
り
、
荒
川
を
守
り
育
て
て
い
く

た
め
に
作
成
し
た
荒
川
将
来
像
計
画
。
こ
れ

か
ら
の
川
づ
く
9
蚕
え
て
い
く
人
に
。

川
の
生
き
も
の
(
9
0
0
円
)

荒
川
の
ヨ
シ
原
に
生
息
す
る
生
物
た
ち

と
、
そ
の
不
思
議
な
生
9
を
、
豊
享
な
イ
ラ

ス
ト
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
ネ
y
。
季
節
ご

と
(
舂
夏
綢
・
秋
冬
綢
)
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

マ
ッ
プ
(
牛
菁
も
の
の
分
布
図
)
も
つ
い
て

い
る
、
自
然
観
察
の
強
い
味
方
。

数字で見る足立

平成7 年
( 730 円)

又政の各分野にわたる基
礎的な資料を収録し た統
計書。足立区の人口から
施設の利用状況まで、デ
ータの収集に最適の1 冊

絵でみる年表足 立風土記( 4000 円)

原 始から昭和の終わりまでの
足立の歴史を網羅。絵や写真を

数多く用 い、「お ぱけ煙 突」や
「兵庫県の足立さん」などおも
しろい コラ ムも 随 所に あり ま

す。足立の歴史を知る年表とし
て、また読み物としても充実。

足
立
区
の
文
化
財

(
1
0
0
0
円
)

昔 の 人 々 の 暮ら し や 文 化 を 伝

え て く れ る 文 化財 。 足 立 区 の 指

定・登 録 文 化 財 を 始 め 、協 力 の 得

ら れ た 国指 定 文 化 財 ・東 京 都 指

定 文 化 財を 含 め、全Z39 点を 収録 。

足立百の語り伝え( 1500 円)
続・足立の語り伝え六十六話( 1000 円)

どの土地にも、その土地独自
の語り伝えがあるように、足立

にも多く の語り 伝え があ り ま
す。様々な話を晟兇みながら、ふ
るさとの昔の様子や地名の由来
を知ることができます。

写
真
に
見
る
足
立
の
交
通
誌

(
1
0
0
0円
)

急速に交通が発達した昭和30

年代以降を 中心に、変わりゅく
区内の様子を 振り 返る写真集。

江 戸近 郊とし て 発達し た足 立
が、新しいまちに生 まれかわる
様子が見えてきます。

主な有償刊行物一覧( 抜粋)

● ここで紹介した本は、区政情報室で販売しています
03080- 5111 ㈹

国
民
年
金
適
用
対
象
者
名
簿
を

社
会
保
険
庁
へ
提
供
し
ま
す

国
民
年
金
制
度
の
徹
底
と
芫
実
を

図
る
た
め
、
厚
生
年
金
も
し
く
は
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
で
、
2
0

歳
に
な
り
、
国
民
年
金
の
対
象
者

と
な
っ
た
方
の
年
金
手
嘸
を
社
会
保

険
庁
で
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
区
で
は
2
0歳
に
な

つ
た
方
の
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
の
四
つ
の
情
報
を
社
会
保
険

庁
に
鷽
r

爺
歹
。
な
お
、
こ
の
情
報

は
「足
立
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」
に

基
う
き
鷽
罕
る
も
の
で
、
鬧
罠
年
金

手
嘸
の
蜀
吋
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
2

疂
ん
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
」ま
す
。
ご
意
見
や
ご

質
問
の
あ
る
万
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
先
日
国
民
年
翕
罹
進
係

7
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
社
会
保
険
庁
と
ほ
、
厚
生
省
の
外

局
と
し
て
、
医
療
保
陳
と
年
金
保
険

の
事
業
鷽
理
営
す
る
機
関
で
す
。
綾

瀬
二
丁
目
に
あ
i
だ
立
社
会
保
険
事
-

に
が
す
ま
い

区
政
参
加
の

こ
の
チ
ャ
ン
ス

足
立
区
長
選
挙

投
票
日
・・・
9
月
8

日
(
日
)

投
票
時
間
・・・
午
前
7
時
～
午
後
6
時

※
く
わ
し
く
は
、
8
月
匐
りの
選
挙
特
報
竃

』覧
く
だ
さ
い

不
在
者
投
票
は

区
役
所
か
千
寿
小
学
校
で

不
在
者
投
票
は
、
足
立
区
役
所
と

千
寿
小
学
校
で
行
い
毒
す
。

受
付

場
所
・
期
間
卜
▽
区
役
所
南
館
7

階
・
襃
讓
室
(
6
階
の
選
挙
管
理

委
貝
会
で
は
あ
ひ
墨
尤
∵
:
9
月

1
日
(
日
7
7
日
壬
)
マ
千
寿
小

学
校
…
9
月
2
日
(
月
)
I
7
日
王
)

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
時

3
0
分～
午
後
i
時

保
木
間
5
丁
目
(
2
7番～
終
)に
お
住
ま
い
の
方
へ

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

今
回
の
区
長
選
挙
か
ら
投
票
所
が

裴
冐
ま
す
の
で
、
'
陛
意
ぐ
だ
さ

い
。

旧
投
票
所
=
m

中
学
校

新
投
票
所
韭
″畑
西
小
学
校
(
花
畑
4
-
2
1
-

工

( 新投票所付近略図)問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

◎ 食中毒およ び0- 157 の休日電話相談を、午前9 時から 午後5 時 まで受け付けます( 足立保健所 　3855- 4151)
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

生
活
に
お
困
り
の
方
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
や
民
生
委
貝
は
日
常
、

で
き
る
限
ひ
地
域
の
情
報
把
握
に
努
め

て
い
ホ
で
か
、
広
い
地
域
の
実
掣
菅
児

全
に
把
握
す
番
y

ほ
困
難
で
す
。
皆

六
兀
の
隣
近
所
に
、
牛
居
に
お
困
ひ
の

方
で
、
寝
た
き
ひ
ゃ
重
い
祠
気
で
福
祉

事
務
所
へ
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
が
い

声
処

ら
、
弖

報
く
だ
さ
い
。

連

絡
・
相
談
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

ま
た
は
民
生
委
員

表1 福祉事務所一覧(障
)医
療
証
が

切
り
替
わ
り
ま
す

I
医
療
証
が
、
9
月
1
吁
で
智
替

わ
Q
豕
歹
。
@
医
療
助
成
制
度
を
鷽
け

て
い
る
万
で
、
9
月
1
日
以
降
も
該
当

す
久
芳
に
は
、
&
月
下
旬
に
一
医
療
証

を
送
付
」
基
手

。
な
お
、
8
年
度
所
得

制
限
限
度
額
は
表
2
り
と
お
り
で
す
。

問
先
日
医
療
助
成
係

表2( 障) 8年度所得制限限度額表

● 所得額は、7 年中の収入から、制度により認められている控除分を差し引いた額です
● 所得制限限度額は、扶養1 人につき38万円加算されます。また、老人扶養親族のときは、10
万円、特定扶養親族のときは、15万円加算されます

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
引
揚
者
の
方
へ

平
和
記
念
事
業
特
別
基
靤
で
ば
、
内

閣
総
理
天
臣
名
の
一
状
を
哢
芒
そ
い

ネ
y
。
該
挙
右
方
は
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

□
恩
給
欠
格
者
の
方

今
年
度
か
ら
、
旧
軍
人
等
で
年
金
恩

給
な
ど
を
受
袙
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、
内
地
動
務
の

み
で
、
加
算
年
を
貪
E

纎
年
が
1
年

以
上
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
」だ

。

□
戦
後
引
揚
者
の
方

昭
和
4
2年
の
引
蝌
者
に
対
す
る
特
別

交
付
參
怎
砧
さ
れ
た
方
/
日
本
以
外

の
地
域
に
昭
和
2
0年
艮
銛
日
ま
で
引

き
続
膏
T
年
以
上
生
活
の
本
拠
が
あ

り
、
終
戦
に
呼
7
や
む
奮
溽
な
い
理
由

で

終
峨
日
以
後
E
本
に
引
き
櫑
ほ
て

膏
た
方
等

※
申
し
叺
み
期
間
が
、
1
0

年
―
月
3
1
Eま
で
延
長
さ
れ
奔
し
た
　

I
い
ず
れ
も
I

請
求
万
法
↓

汞
書
類
を
平
和
祈
念
事

業
特
別
簒
亟
へ
郵
送

※
請
求
一
は
民

生
係
で
配
付

問
先
卜
平
和
祈
念
事
業

特
別
篆
亟

マ
恩
給
欠
格
者・・・
業
務
第

一
課

・
l
(
3
9
4
5
)
4
7
0
4

▽
戦
後
引
蝌
者
…
業
務
第
二
課

四
(
3
9
4
5
)
4
7
0
q
U

吏

ぽ
民
生
係

〝
卒
寿
〟
家
庭
の
方
へ

換
気
扇
を
掃
除
し
ま
す
(
無
料
)

足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し
て

い
欒
歹
。
そ
'
そ

、
社
会
奉
什
活

勳
の

一
環
と
し
て
、
卒
寿
(
9
0
歳
)
家
庭
の

換
気
爾
堽

覃

蕪

料
で
行
い
ま
す
。

実
施
期
間
=
9

月
1

日
I
U

品

窟

対
象
卜
8
年
t
月
1
日
現
在
で
同
9
0
蔵
　

(
明
治
3
8
年
4
月
2
日～
明
治
3
9
年
t
t

月
1
日
牛
蛋
れ
)
の
方
が
い
る
Ⅲ
一
…

内
容
上
般
家
庭
用
の
換
気
扇
の
清
掃

申
込
日
電
話
期
限
卜
a
月
耻
b
※

こ
の
ほ
か
に
、換
気
扇
掃
除
を
愬
箪
す

る
方
が
い
声
妲
ら
、有
料
で
引
き
受

け
豕
y
。ま
た
、従
来
よ
り
実
施
し
て

い
る
日
寿
(
9
9歳
)
家
庭
9

字
ま
・

障
子
の
無
料
張
り
魯
え
萱

草
も
実
施

し
求
す

申
・
問
先
日
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

霓
3
8
5
9
)
2
5
6
1

健

康

第
4 回

健 康 楽 々大学
いきいき楽しい暮らし

い
き
い
耋
妻
る
・
牛
蔘
I
U
む

な
ど
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
ひ
蛋
籾
域

の
仰
間
と
堡
臂
し
て
み
ま
f
ん
か
。
き

っ
と
、
新
し
い
自
分
奮
霤
で
き
る
は

ず
で
y
。
日
程
等
=
K
3
対
象
H

令
頁
縊
参
加
で
き
る
方

定
S
H
5
0人(

先
鷺
駟

費
用
H
無
料

場
・
申
・

問
先
卜
千
住
保
塵
町

四
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3 日程等

● 時間はいずれも午後1R3&分～3畤3a分

精
神
保
健
講
演
会

仕
事
中
毒
・
パ
チ
ン
コ
依
存
症
な
ど
の
話

拒
食
屁
・
パ
チ
ン
コ
依
存
屁
・
パ
ソ

コ
ン
依
存
痙
・
買
物
中
毒
な
ど
・
人
は

な
ヤ
そ
1
い
ら
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
y
そ
の
行
動
の

裏
に
濳
む
心
理
的
要
因
参
り
か
ひ
や
す

ぐ
説
明
し
豕
す
。

日
時
卜
9
月
4
日

丞
、
午
後
1
時～
t
時
爾
師
日
米

沢
宏
氏
(
高
田
馬
場
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
)

定
S
H
5
0人

費
用
H
無
料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
足
立

保
健
所

四
(
3
8
5
5
)
4
-
5
1

こ
う
原
病
交
流
会

検
査
や
治
療
・
牛
活
の
'
y
な
ど
。

一
人
で
;
て
み
ま

f
ん
か
。

日
時
日
9
月
1
0刪
(
火
)
、

午
後
1
時
A

時
3
0分

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
H
こ
2
陬
鰐
(
リ

ウ
マ
チ
奮
隊
く
)
の
方
y
そ
の
家
族

申
込
日
電
話

期
限
=
9
月
9
日

申
・
問
先
日
江
北
保
健
相
談
所

四
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

7
0歳
以
上
の
方
へ

生
き
が
い
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す

区
で
は
、
高
齢
者
の
皆
齏
か
の
学

習
活
動
や
襲
蔘
加
を
返
盃
い
す

る
た
め
、
「
生
き
が
い
奨
励
金
」
を

支
給
し
て
い
毒
y
。
対
象
=
0
0
月

1
日
現
在
、
区
内
に
居
庄
す
夊
勁
歳

以
上
の
方
(
年
齢
は
1
年―
月
3
1
日

現
在
)
支
給
金
額
卜
7
0
歳～
7
4
歳

の
万
・
:
5
千
円
、
7
5
歳
以
上
の
方
・・・
7

千
円

支
給
予
定
日
日
u

月
1
日

申
込
目
今
年
新
た
に
対
象
に
な
っ
た

方
に
は
、
8
月
下
旬
に
支
給
申
出
書

の
用
譽
篆
逞
し
廖
y
。
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
今
ま
で
に
申
出
書
を
提
出
さ
れ

た
方
は
、
手
続
き
の
必
脣
は
あ
n
ま

せ
ん

問
先
日
生
涯
教
育
推
進
課
計

画
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

戸
籍
証
明
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
出
力
し
ま
す

5
月
7
」日
よ
り
、
戸
籍
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
し
ま
レ
だ
。
全
部

事
項
証
明
書

戸
籍
謄
本
)
・
個
人

事
項
証
明
一

戸
箱
抄
本
)
に
つ
い

て
は
、
区
民
事
務
所
で
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
か
ら
出
力
で
き
る
ぷ
つ
に
な

り
、待
ち
時
間
奎
(
輜
に
短
靼
し
ま

)
だ
薩
籍
・
改
製
原
騰
本
は
、9

年
t
月
を
予
定
し
て
い
ま
ま
。ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

戸
籍
窓
口
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

第
2
回
国
際
交
流
講
演
会

中
国
の
生
活
と
文
化
に
つ
い
て

区
内
在
住
で
、
現
在
区
役
所
の
戸

籟
住
民
課
で
国
際
サ
ー
ビ
ス
員
と
し

て
活
躍
中
の
柳
啓
蕕
さ
ん
が
、
母
国

中
国
の
妛
齧
慣
や
文
化
等
に
つ
い

て
日
本
語
で
講
演
し
李
歹
。

日
時

日
艮
砧
苜
(
木
)
、
午
後
1
時
―
C
O

時

場
所
日
区
役
所
南
館
1
3階
大
会

議
室
A

定
員
H
聊
人

費
用
日
無

料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
£
隠
匿
流
相
当

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
卜
㈹

す
い
と
ん
パ
ー
テ
ィ
ー

子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ぐ
戦
争
体
験

日
時
日
&
月
1
6
R
(
金
)
、
午
煎
…
蒔
～

正
午

費
用
=
無
料

申
込
凵
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
部

児
童
館
・
孝
入
館

a
(
3
8
9
7
)
5
0
1
D

環
七
に
地
下
鉄
を
!

第
1
回
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
促
進
大
会

了
月
1
7吁
、
環
七
邑
壥
鉄
道

ヌ

ト
ロ
セ
フ
ン
)
促
進
協
旱
蕀
総
会
と

促
準
「
会
が
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
忖
わ
れ
奔
」‥だ
。
こ
の
協

議
会
は
、
足
立
。
葛
飾
、江
戸
川
3

区
の
議
会
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
―
区
に
ま
た
が
る
環
状
方
向
の

新
た
な
鉄
道
の
導
入
岑
関
係
機
関
に

強
く
働
膏
か
け
ぷ
冫
と
、
6
年
U

刀

に
昌
笵一し
た
も
の
で
す
。

促
壟
公
F

ほ
、
各
区
住
民
代
表

ら
約
聊
人
が
参
加
。「
私
た
夸
改
1
6
3

万
区
民
は
、
2
1世
紀
に
向
か
っ

て
、
こ
の
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の
実
現
を

め
ざ
し
、
大
き
く
運
助
■
辰
聞
u
て

い
く
」
と
い
う
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
9
6宣

言
を
喬
珊
一
致
で
採
F
i
r

だ
。

問
先
日
都
市
交
通
課

一
‘
(
3
B
B
o
)
5
1
1
L

㈹

掲
示
板

□
短
期
爾
習
「
パ
ソ
コ
ン
中
級
」

日
程
H
1
0
月
一
甘
百
(
日
曜
日

を
除
く
5
日
間
)
、
午
後
6
時
～
9

時
1
0分

王
曜
日
の
み
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
ま
濮
芬
)
対
象
ロ
パ

ソ
コ
ン
蠶
覃
g
指
す
在
職
者
定

員
卜
1
5
人
(
抽
き
費
用
川
5
千

聊
円
申
込
―
&
4
哲
、
午
後
6

時
ま
で
に
直
接
来
校

場
・
申
・
問

先
卜
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
学
校

四
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

◎ 病 原性大腸菌0- 157 に対する予防対策として、ジャブ ジャブ池などの一部をしぱらくの鬨休止します。くわしくは。お問い合わせください。

問先= 水と緑の公社03838- 8126



1996 年( 平成8 年) 8 月15 日 あ だ ち 広 報 第1137 号( 3)

国
保
・
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
腿
毋
月
翌
月
末
日

が
納
期
限
で
y
。
保
険
料
の
納
め
苳
れ

が
あ
n
汞
T

蒋
来
。
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
鷽
け
5
れ
な
ぐ
な
る
場
合
が

あ
ひ
豕
す
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
に

は
、
納
■
m
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便

利
で
y
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
H
国
民
年
令
課
保
険
料
係

老
齢
福
祉
年
金
や
2
0歳
前
の
障
害
な
ど
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

老
齢
福
祉
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら

切
ひ
替
え
会
い
た
障
害
基
礎
年
金
お
よ

び
2
0鑞
前
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
よ
る
障
霄

慕
礎
年
金
を
鷽
け
て
い
る
方
が
、
厚
生

年
金
や
恩
弟
な
ど
。
他
の
年
金
を
鷽
け

る
ぶ
つ
に
な
忝
こ
、
老
齢
福
祉
年
金
な

ど
の
支
払
い
が
調
螯
さ
れ
求
T
。
他
の

年
金
を
鷽
け
'
(
yぶ
つ
に
な
っ
た
時
は
、

国
民
年
命
課

給
付
係
ま
で
必
ず
届
け
出

し
て

く
だ
さ
い
。
な
お

、
届
け
出
が
遅

れ
て
両
方
か
ら
年
金
を
鷽
一
}取
っ
て
い

た
場
合
、
後
日
一
宍蓬

し
て
い
た
だ
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い

。

問
先
=

国
民
年
余
慄

給
付
係

国
民
年
金
基
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

雅
幹
孩
優
に
備
え
る
た
め
の
「
国

民
年
金
基
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
基
金

の
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
求
す
。

日

時
・
場
所
H
▽
8
月
1
9
日
(
月
)
・
2
0

日
(
火
)
、
午
前
1
0
時
～
午
零
蒔
=
・

区
役
所
中
央
館
3
階
会
議
室
▽
&
月

2
2
日
(
木
)
・
2
3
日
(
金
)
、
午
前
1
0
時

I
午
後
t
時
・
:
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
第

1
・
第
又
誓
室

問
先
卜
吏
京
都
国

民
年
金
基
金

S
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
たほ
国
民
年
金
屎
推
進
係

ねんきん出張相談

お気軽に

お立ちよりください

日
程
等
卜
表
4

内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
。な
お
、今
月
の
夜
間
相
談
は
、

保
塚
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ネ
歹

問
先
卜

国
民
年
金
課
推
進
係

表4 年金出張相談日程表

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
国
保
指
定
保
養
施
設

区
で
は
、
折
県
の
旅
館
等
を
「
国
保

指
定
保
養
施
磐

に
指
定
し
て
ぶ
潔

加
入
者
の
方
が
利
用
す
る
際
に
、
利
用

料
金
の
一
部
汳

筬

天
人
3
千
円
、

子
供
千
5
0
0円)
し
て
い
李
y
。
対
象
日

足
立
区
国
保
加
入
者
で
保
険
料
の
滞
納

の
な
い
方

申
込
卜
表
5
の
旆
靦
へ
直

接
電
話
予
約

跫
立
区
国
保
課
扱
い
と

告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
L
遠
間

以
内
に
。
国
保
課
の
窓
口
で
利
用
承
認

書
の
交
付
を
鷽
け
て
ぐ
だ
さ
い
※
料

令
芥
`
と
、
く
わ
し
ぐ
は
案
内
チ
ラ
シ
(
区

民
事
務
所
・
国
保
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
日

国
保
課
庶
務
係

表5 国保指定保養施設

● 料金は、契約料 金( | 泊2 食付 ・平日) から助成 金を引い た額です

● 区 民事務所、文化 ・スポーツ公社 では申 し込みできませんの でご注恵くださ い

お

知

ら

せ

足
立
区
荒
川
市
民
会
議
(
仮
称
)参
加
者
募
集

区
と
建
設
省
は
、
荒
川
の
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
に
む
け
て
区
民
の
雷
兄
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
足
立

区
荒
川
市
民
会
議
を
酘
置
し
豕
T
。
荒

川
の
新
し
い
川
づ
く
n
を
一
緒
に
考
凡

ア
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
日
2
年
(
2
I

き
ヵ
月
に
1
回
、
平
日
夜
間
開
催
)

対
象
卜
1
8才
以
上
の
区
内
在
住
・
在
動

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ
発
売
中

販
売
価
格
卜
単
品
2
0
0円、
ゑ
屁
ッ
ト

崩
円

販
充
場
所
卜
区
政
情
報
室

期

間
日
1
0月
H
日
ま
で

問
先
川
広
報
課

の
方
人
数
-
8
天
1
5
人
邇
考
)

申
込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
气
職
業
と
作
又
「
荒
川
へ
の
思
い
」

(
4
0
0
字
程
度
)
を
郵
送
期
限
=
o
s
i
月

5
日
消
印
有
効
※
作
文
は
無
記
名
の

作
文
集
と
し
て
公
表
」
乖
y
問
先
卜

主
ふ
部
計
画
調
輅
課

東京都福祉のまちづくり条例施行規則施行

届け出が必要になります

7
年
1
月
、
東
京
都
は
「
東
京
都
福

祉
9
ち
づ
く
旦
`
例
」
夲
制
定
」
y
ま

」
だ
。
こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
を
合
む
す
べ
て
の
都
民
が
基
本
的
人

権
を
尊
重
さ
れ
、
自
由
に
行
動
し
、
社

会
参
加
の
で
霤
名
さ
し
い
ま
5
果
京

を
実
現
す
る
'
y
蚤
恩
夕
じ
た
も
の

で
y
。
一
般
都
市
施
設
(
不
特
定
か
つ

螽

哭

が
利
1

部
分
を
有
す
夂
y

揃
股
。
整
爾
基
準
へ
の
適
合
努
力
が
求

め
ら
れ
る
)
、
特
定
施
設
(
一
般
都
市

旒
汳
の
う
芍

特
に
新
設
・
改
修
等
に

吏
行
整
備
基
準
の
適
合
に
つ
い
て
着

工
前
の
届
け
出
を
求
め
る
施
設
)
、
整

備
蔓
準
な
ど
、
施
設
整
備
に
関
す
る
項

目
の
具
体
的
内
容
を
疋
め
た
規
則
は
。

6
月
1
4
日
に
公
布
さ
れ
、
9
月
1
5
E
か

ら
施
行
袞
‥
拿
y
。

規
則
が
籌
行
さ
れ
る
と
。
特
定
施
設

の
整
備
主
等
は
、
新
設
・
改
修
の
工
事

着
工
に
{一
忿
つ
て
、
そ
の
特
定
施
設
が

整
備
基
準
に
謇
(
じ
て
い
る
か
ご
冫
か

に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
に
な
り
豕
T

簔
6
)
。
な
お
、
整
僻
碁
簟
に
適
合
し

て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
所
有

者
等
の
申
請
に
よ
り
「
整
備
幕
準
適
合

証
」
が
交
付
さ
り
豕
'
。

※
整
備
基

準
な
ど
、
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

届
け
出
先
・
問
先
日
障
害

福
祉
計
画
係

表6 一般都市施設・特定施設一覧

注| 特定施殿間の面桶は、建築物にあっては用途に供する部分の床面積、路外駐車場(建
築物以外のもの) にあっては駐車の用に供する部分の面積を表します

注2 当面ax〕㎡超5a】㎡以下の施設については適用しません

あだちまつり

A
-
F

e
s
t

a' 96通信
1
0月
1
2日
(
土
)
・
1
3日
(
日
)

荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場

北

千
住
駅

西
口

等

A
-
F
e
s
t
a
g
f
ヤ
ラ
ク
タ

ー
「M
r
・
チ
ャ
ッ
プ
ン
」奩
ア
ザ

イ
ン
し
た
T
シ
ャ
ツ
a
m
-
2
0
0
円
X
歐

売
し
て
い
ホ
y
。サ
イ
ズ
は
、S
、

M
、L
、a
の
t
種
頬
。収
益
は

ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の
経
費
に
あ
て
ら

れ
嫐
y
。申
・
問
先
卜
足
立
区
区

民
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(
地
域
振

興
課
育
成
係
)

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹ 記念T シャツ好評発売中

ひ
ろ

ば
=
募
集
=

☆
愛
唱
歌
を
唄
う
会
(
ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
)
第
1
・
t
木
皿
日
、午
後

7
時
r
9
時
/
千
甞
Q
T
ま
住
区
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
女
性
の
み
/
入
会
金

千
円
、
月
額
千
円
/
本
多

言
(
3
8
8
1
)
2
5
7
Q
`

☆
油
絵
(
油
遊
会
)
毎
週
水
曜
日
、

午
後
L
時
1
t
時
/
興
本
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
1
千
円
/

村
松

言
(
3
8
9
B
)
2
9
8
9

☆
ダ
ン
ス
サ
ト
ク
ル
(
あ
す
な
ろ
)
毎

濤
月
曜
日
、
午
後
7
時
1
9
時
/
第

三
中
学
校
体
育
館
/
月
額
X
千
5
0
0
円

/
薮
下
言
(
3
8
8
1
)
6
4
4
4

☆
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
(
自
友
ク

ラ
ブ
)
月
―
回
土
曜
日
/
東
京
周

辺
の
(
イ
キ
ン
グ
/
入
会
金
8
0
円
切

一
手

&
枚
、
齡
加
費
3
0
0
円
/
川
口

四
(
3
8
8
0
)
8
9
3
0

一

☆
茶
道
(
静
流
会
)

第
F
・
a
月
曜
一

日
、
午
囎

了
1

時
/
伊
輿
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
入
会
龠
千
円
、
月
額
1

千
円
/
杉
山

壼
(
3
8
9
8
)
5
8
9

肖
r』

☆
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
リ
フ
ォ
ー
ム
(

ド
リ
ー
ム
)

月
3
回
木
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

ほ
か
/
入
会
金
瞋
り

月
額
1
千
円
/

斎
藤

・
l
(
3
8
4
0
)
4
5
5
4

◎ 訂正とおわび あだち広報7 月25日号の高齢 者在宅サ ービスセンター 西綾瀬 の電話番号に誤りがありました。正しくは、魯5681- 2020 です。訂 正しておわびします。



1998 年( 平成8 年) 8 月15 日あ だ ち 広 報第1137 号 ( 4)

8
月
3
1
日
(
土
)
夜
間
と
9

月
1

日
(
日
)

東
京
都
・
足
立
区
合
同
総
合
防
災
訓
練

今
回
は
、
阪
呻
・
尚
か
岑
卜
毆
の
靫

乱
を
収
り
入
れ
た
、
よ
り
実
践
的
な
謳

冲
を
征
剌
に
な
い
曵
蝸
で
9…
叺
し
ま

す

巾
で
も
、
卜
民
消
人
隍
や
ド
氏
レ

ス
キ
ュ
ー
球
に
よ
る
訓
練
や
遐
難
所
運

富
訓
練
な
ど
、
区
民
参
加
に
蜆
宀
を
お

い
た
訓
練
の
充
実
膏
貝
卜
そ
い
水
玉

告
癶
兀
安
稲
を
石
けち
匸
て
い
圭
y
y

日
眄
・
場
所
囗
∵
8
川
丿
囗
f

・
、

生
筏
7
時
～
9
時
・
=綻

‥ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

∵
り
月
1
囗

目

、
j
而

り
畤
～
出
午
:
佐
川
回
川
吸
・
酉
折
り

吮
緑
地

荒
川
刈
川
吸
・
町
の
広
劣

蝮
‥ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
北
L
汪
駅

内
口
周
辺
/
特
別
譱
護
か
人
ホ
ー
ム
六

月
/
X
立
学
校
等

問
先
卜
災
言
鋩
大

汗

昔
・
3
8
8
0
二
a
1
1
1

棯

企
画
展
講
演
会

ム
ラ
と
厄
除
け

わ
ら
へ
じ
ゃ
人
わ
ら
じ
を
か
か
け
て

厄
除
け
を
つ
つ
俄
礼
な
ど
、
ム
ラ
ご
と

に
行
う
賢
除
け
、
厄
払
い
の
収
礼
に
つ

い
て
、
そ
の
種
類
や
周
辺
地
域
の
特
赦

ま
父
え
て
お
謡
し
ま
す
。
日
時
囗
8

J
囗
囗
・
、
y
汝
2
叫
～
1
畤
定

頁
凵
刈
人
旡
釣
費
用
凵
皿
粕

申
込
冂
肖
川
卜
接
二
挺
ヘ
ナ
淤
出
回
・
　

-
ム
ラ
と
厄
除
け
`
を
聞
催
し
て
い
ま

す

場
・
問
先
卜
郷
土
ぼ
物
熊

S

万
6
2
0

・
9
3
9
3

第
2
回
夏
休
み
子
ど
も
実
験
教
室

お
や
つ
探
険
隊
員
大
募
集
!

柚
分
や
ら
茵
料
の
眄
甲
な
実
恥
と
幃

加
物
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
日
時
冂

8
川
2
6
日
一
月
・
2
7
日
灰
、
い

J
乱
も
T
前
1
0
時
～
E
時
3
0
分
霽
所

凵
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
対
象
凵
卜
内
斤

仟
の
小
・
巾
学
生
白
一
L
～
辻
車
十

は
ぼ
氾
片
目
伴

定
員
卜
2
0九

乙

矜
順

持
参
す
る
も
の
卜
十
ヱ
』‘、

テ
ス
ト
し
て
み
た
い
飲
み
物
ま
た
は
廁
、

物
1
宀

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜

的
行
者
セ
ン
タ
ー

昔
3
8
8
0

一
5
3
8
5

1
0代
・
2
0代
の
た
め
の
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

旬
を
食
べ
て
い
ま
す
か
?

顛
巾
で
、
し
か
も
y
節
を
考
え
た
ヘ

ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
ク
ー
戈
一
座
で
す
日

程
卜
9
り
1
囗
～
1
0
月
2
囗
の
‥
ほ
渭
E

岬
囗
全
5
回
、T
暖
6
時
3
0
分
～

り
畤
対
象
囗
1
0
代
・
2
0
代
の
方
定

員
凵
2
-
1
人
費
用
卜
3
卜
円
口
紅

心
例
川
に
渠
め
ま
す
申
込
り
倥

闖
(
カ
キ
に
什
所
・
氏
乙
・
印
齢
・
悁

別
を
明
記
期
限
囗
8
月
2
7
日
場
・

申
・
問
先
卜
占
年
セ
ン
ター
〒
口
酉

新
坏―
-
1
-
1
7

讐
一
3
・
8
D
0
0
0
6
1

第
4
回
青
年
講
座
み
ら
く
る
探
検
隊

環
境
先
進
国
か
ら
学
ぶ

ス
ウ
ー
上
ア
ン
ハ
哽
助
で
、
図
笥
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
川
西
さ
れ
た
小
八

徳
人
ぼ
氏
が
、日
本
の
㈹
顯
宀
を
枠
0

、「
持
続
可
能
な
哇
勁

へ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
卜
8
月

2
9
囗
假
、
勹
汝
7
畤
～
り
侍
定

員
凵
5
0
人
費
用
卜
作
料
申
込
よ
…
一

琵
場
・
申
・
問
先
卜
I
冂
甲
セ
ン
タ
ー

e
^
8
9
0
`
・
0
0
6
1

スケッチ
あだち

目指せ! 世界のトップ
西元良太君が
自転車トライアルの

世界大会に挑戦

自
転
車
を
巧
み
に
あ
や
っ
り
、
噐
言

物
夲
淇
め
ら
れ
た
時
問
に
走
る
競
技
が

自
転
車
ト
ラ
イ
ア
ル
。
そ
の
9
4世
界

選
卜
権
で
梔
づ
に
に
っ
け
た
良
人
片

似
卜
間
ふ
6
甲

は
、
今
甲
二
そ
は

と
、
優
拐
目
指
し
て
世
外
選
卜
哨
に
冉

挑
帆
。こ
の
皀
、
1
力
川
を
か
け
て
ス

ヘ
イ
ン
、チ
ェ
コ
な
ど
を
歴
戦
し
ま

す
。

面
の
入
会
で
I
位
を
と
っ

た
ス
ペ
イ
ン
の
シ
ェ
ロ
ー
ニ
7
1

と
、
ま
た
戦
え
る
の
が
女
し

み
。
今
度
こ
そ
、
加
の
に
り
を

返
す
ぞ
'
・
`
と
良
太
弓
川
行

す
る
父
視
の
朗
さ
ん
も
、
。競

'
夕
を
通
し
て
、
他
国
の
選
手
達
と
父
流
　

で
き
る
の
は
吋
重
な
体
験
で
す
。
楽
し
　

み
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
走
ひ
を
し
て
　

成
績
に
つ
な
け
た
い
で
す
ね
`
と
。
優
勝
　

へ
の
顯
待
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

世
界
の
ト
ッ

プ
を

目
指
す

良
人

紂

は

、
气

网
い
皀
冷
迎
え
て
い
ま
す

。
8

日
‥
1
囗

現
住
の

成
績

は
、
佰
1

戦

巾

、筏
I

戦
が
1
に

、吊
り
吸
が
3

に
。。

日
本
最
古
の
騎
馬
人
物
の
木
簡
が
出
土

占
墳
時
代
の
作
回
心
芦
と
し
て
も
湫

閑
的
に
白
糾
な
伊
池
以
町
で
、
騎
馬
人

功
か
擶
い
た
耿
曲
が
出
I
こ
れ
は
、

か
ぶ
り
も
の
の
ひ
も
を
な
び
か
せ
、
づ
y

、
を
腰
に
茫
え
た
回
礼
が
馬
で
・
皿
玉
す

る
姿
を
猫
い
た
も
の
I
ま
た
、
回
侍
に

出
―
し
た
別
の
べ
冊
に
延
y
‥
匚
匕
年

七
月

面

月

と
い
う
ど
述
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
騎
馬
人
物
像
の
木
簡
も

、
平

女
時
代
初
開
の
も
の
と
椎
定
さ
れ

、
騎

馬
濛
を
描
い
た
ぺ
顛
と
し
f
汢

、
凵
恥

簾
占
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

勧
馬
人
物
の
描
き
か
た
か
ら

、
中

圃
・
倒
叫
そ
・烏
の
ぶ

ぷ

う
か
が
え
る

こ
の
百
气

削
ぺ
だ
け
で
な
く
我
が
岡

の
占
代
を
叫
き
明
か
す

、
巾
喰
な
発
卜
t

と
な
り
ま
し

た
、

騎馬木簡( 部分j

暑
い
夏
!
!ラ
ジ
オ
体
操
で
元
気
よ
く

、イ

チ
、ニ

イ
、
サ
ン
、
シ
イ

ガ
ー
:
'

夏
休
み
初
口
の
7
月
2
0

日
、
絎
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的

回
塢
に
、
元
気
一
杯
の
掛
け
声
が
″
‥き

渡
り
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
、
第
3
9川
足
し
ぼ
べ
ラ
ジ

オ
休
絛
八
余
が
開
催
さ
れ
N
H
K

ラ

ジ
オ
で
ヤ
田
放
也
も
さ
れ
ま
し
た
。

y
倒
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
区
内
各
地

域
か
ら
、
約
4
千
人
が
参
加
く
ほ
く

は
っ
次
か
ら
毎
日
ラ
ジ
オ
体
操
を
研
け

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
言
う
の
は
、
1
0年

半
間
毎
朝
地
域
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
に
参

川
し
て
い
る
。皈
歌
豊
片

白
飆
・
、
ま

た
、
稜
瀬
。屁
・
六
丁
目
自
治
白
々
長
の

平
井
さ
ん
は
、
。私
は
地
瓦
で
、
円
年

も
ラ
ジ
オ
体
複
会
を
続
け
て
い
る
か

ら
、
元
気
そ
の
も
の
で
す
よ
″
‥」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ト
イ
レ
の
落
書
き
が
消
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ペ
ン
キ
塗
り

。落
濳
き
で
㈹
れ
た
ト
イ
レ
の
匹卷

き
れ
い
に
し
よ
う
犬
汞
球
都
塗
装

工
業
協
口
紙
片
足
立
支
部
の
背
さ
ん

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
区
内
1
7力
所
の

公
団
ト
イ
レ
の
壁
啻
き
れ

い
に
塗
り
宍にし
て
く
れ
ま
し
た
。
2
年

前
に
も
、
や
は
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公

園
ト
イ
レ
と
西
新
抃
橋
の
橋
脚
を
さ
れ

い
に
し
ま
し
た
。
今
年
も
今
[鬥の
ト
イ

レ
に
続
き
、
秋
に
は
橋
脚
の
塗
り
直
し

童
予
定
し
て
い
ま
す
。

支
部
長
の
池
田
さ
ん
は
、
。み
ん
な

が
き
れ
い
に
使
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
け
ど
ね
。
2
年
前
に
塗
り

直
し
た
ト
イ
レ
は
今
回
の
リ
ス

ト
に
あ
が
っ
て
き
て
な
い
か
ら

大
丈
夫
な
の
か
な
」
と
笑
い
ま

す
。
み
ん
な
の
公
園
、
み
ん
な

で
守
見
い
で
す
ね
。

み
る
み
る
蕩
S
き
か
消
え
て
ゆ
く

記念碑もきれいに

今年も鮮やかに …

美しさを競う

大輪朝顔
毎
年
恆
例
の
・天
輪
朝
。顔
展
示
会
≒

今
年
も
7

月
2
5日
か
ら
1
週
間
、
北
千
住
駅
西
口
前
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
の
は
、
丹
精
込
め

た
佗
の
中
か
ら
、
毎
朝
選
ば
れ
た
約
6
0鉢
の
罵

涼
し
げ
な
花
が
、
通
動
朮
中
宍

た
ち
の
眼
を
楽

し
ま
せ
て
ぐ
れ
ま
し
た
。

オニフスベ
っ て な に?

「
自
宅
の
庭
に

牙
ニ
フ
ス
ペ

が
生

え
て
い
ま
す
」
と
連
絡
奇
ぐ
れ
た
の
は

西
新
井
栄
町
三
丁
目
に
住
む
牛
込
さ

ん
。オ

ニ
フ
ス
ベ
と
は
、
ほ
こ
ひ
た
け
科

の
巨
大
な
キ
ノ
コ
。
毎
年
9
月
1
1
0月

こ
ろ
生
え
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
な

ぜ
か
7
月
に
。
発
見
し
た
の
は
栗
原
ふ

学
校
3
年
生
の
益
田
郁
子
ち
ゃ
ん
。
郁

了
ち
ゃ
ん
は
。
よ
く
植
物
や
昆
虫
の
観

察
に
来
る
そ
う
で
す
。

牛
込
さ
ん
は
自
宅
の
庭
を
「森
の

冢
」
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
と
覬
の

‥羃い
日
で
も
涼
し
い
木
か
け
。
た
ま
に

は
、
碵
物
観
察
な
ど
い
か
が
で
す
か
?
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